
第 426 回 

⽇本泌尿器科学会北海道地⽅会 
⽇時︓2026 年 1 ⽉ 24 ⽇（⼟） 10:45 〜 17:35 

会場︓札幌医科⼤学 記念ホール 
札幌市中央区南1条西18丁目  

会⻑︓札幌医科⼤学医学部泌尿器科 教授 ⾇森 直哉 
1. 講演時間：6 分（*は 5 分） 

2. 討論時間：2 分（質疑のある方はマイクの前にお進みください。） 

3. プロジェクター：１台 

4. 発表形式：PC による発表で、PowerPointで作成されたもののみ可能です。発表用のファイルは 1

月 23 日（金）の 17:00 までに地方会事務局へ e-mail の添付やファイル転送サービスなどでお送りく

ださい。送付困難であれば、1 月 23 日（金）の 17:00 まで必着で郵送いただくか、当日 9:30-10:00

の間に受付までデータをお持ち下さい。 

※当日データ持ち込みは特例措置です。なるべくお控えいただきますよう、ご協力をお願いいたしま

す。 

5. 利益相反（COI）の明示：発表スライドの１枚目に利益相反（COI）を開示して下さい。日本泌尿器

科学会HP の「利益相反について」を参考にして作成してください。 

6. 抄録：560 字以内の抄録をWord ファイルで作成し、当日までに事務局へ e-mail で送付して下さい。 

7. 地方会賞：あらかじめ応募された演題が審査対象となります。症例部門につきましては、規定を参照

して下さい。 

8. 参加登録：日本泌尿器科学会専門医更新のための参加単位登録として、会員カードまたはデジタル会

員証をご用意下さい。 

 

第 426 回日本泌尿器科学会北海道地方会事務局 
札幌医科大学医学部泌尿器科学講座内 

担当：田中俊明 

〒060-8543 札幌市中央区南 1 条西 16 丁目 

Tel: 011-611-2111 (ext. 34720), Fax: 011-612-2709 

e-mail: uroikai@sapmed.ac.jp 



Session 1    10:45〜11:35   座長：松木 雅裕（札幌医科大学） 

1*. 当科で経験したIgG4関連前立腺炎の3例 

〇伊藤歌織、京田有樹、深澤武史、橋本浩平、小林 皇、田中俊明、舛森 直哉 

（札幌医科大学泌尿器科） 

 

2*. TAE先行でTURBt施行した巨大膀胱腫瘍の3例 

〇石川優衣 1、三浪圭太 1、内田悠晶 1、吉田あゆ 1、鯨岡 悠 1、田中 博 1、工藤京平 2、鈴木 純 2、田邉 起 3、

佐々木元 3、辻 隆裕 4 

（1 市立札幌病院 泌尿器科、2 同 放射線診断科、3 同 腎移植外科、4 同 病理診断科） 

 

3*. 分類不能型腎細胞癌術後の腹膜播種再発に対してニボルマブ・カボザンチニブ併用療法が著効した1例 

○村橋範浩、川口 愛、松田博幸、三橋公美 

（札幌北辰病院泌尿器科） 

 

4*. 下大静脈塞栓を伴う腎細胞癌に対してレンバチニブ+ペムブロリズマブ併用療法後に腎摘出術を施行した2症

例 

○閑仁志朗、鎌田健太郎、守田卓人、柏木 明、下田直彦 

（手稲渓仁会病院泌尿器科） 

 

5*. 腎臓の慢性拡張性血腫に対して腎部分切除を施行した一例 

○釼持 要、平田有里絵、村西雄貴、今 雅史、清水淳貴、広瀬貴行、堀田記世彦、安部崇重 

（北海道大学泌尿器科） 

 

6. 当院における最近 4年間の間質性膀胱炎症例の臨床的検討－ハンナ病変の程度に基づいた治療戦略と成績－ 

〇飴田 要、古野剛史、橘田岳也、西村陽子、三浦克紀、関 晴夫、柿崎秀宏 

（北海道泌尿器科記念病院) 

 

7*. 両側異時性に発生した精巣腫瘍の1例 

○川口 愛、村橋範浩、松田博幸、三橋公美 

（札幌北辰病院泌尿器科) 

 

Session 2    11:35〜12:30    座長：原田 茂（小樽市立病院） 

8. 三樹会泌尿器科病院において膀胱癌に対するRARC+ICUDを施行した33例の検討 

〇渡邉佳太郎 1、戸邉武蔵 1、芳賀一徳 1、内田耕介 1、本間一也 1、廣部恵美 1、石崎淳司 1、清水 崇 1、 

中嶋久雄 1、赤樫圭吾 1、浦濱 聡 1、佐藤嘉一 1、武川和樹 2、熊谷昌俊 3 

(1三樹会泌尿器科病院、2自衛隊札幌病院泌尿器科、3西 28 丁目駅前腎泌尿器科) 

 



 

9. 当科におけるロボット支援下腎尿管全摘術の臨床的検討 

○高田徳容、森口卓哉、丸山 覚、原林 透 

（北海道がんセンター泌尿器科） 

 

10*. 完全内臓逆位患者に発症した左腎癌に対してロボット支援腎部分切除術を施行した一例 

○常見一生、古御堂純、山下瑛弘、加藤 諒、堀 寛太 

（旭川厚生病院泌尿器科） 

 

11. S2,3PSA%の導入による前立腺癌診断精度の向上と生検回避の可能性 

〇髙田 陸、和田直樹、石田 肇、石丸太一朗、宮内琴菜、阿部紀之、菊地大樹、大谷美結、小林 進、沼倉一幸 

（旭川医科大学泌尿器科） 

 

12. hinotoriを用いたロボット支援前立腺全摘除術初期治療経験 

〇安住 誠、井内裕満、伏谷俊作 

（恵み野病院泌尿器科） 

 

13. 当院におけるRARP420例の検討 ver.2 〜再発をきたすリスク因子〜 

〇古御堂純、加藤 諒、山下瑛弘、常見一生、堀 寛太 

（旭川厚生病院泌尿器科） 

 

14. 当院でロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術を施行した特殊型前立腺癌の治療成績 

○山口裕之、山田修平、池永成広、西村直俊、東海林旺次朗、花井阿宜、佐澤 陽 

（帯広厚生病院泌尿器科） 

 

休憩 12:30〜13:30 

 

Session 3   13:30〜14:22    座長：大谷 美結（旭川医科大学） 

15*. 高血糖が影響していた難治性尖圭コンジローマの1例 

〇中島佑輔、田端秀敏、土田剛史、仙田勝也、中村 誠、髙橋 敦 

（函館五稜郭病院泌尿器科） 

 

16*. 腎内異所性副腎腺腫の1例 

〇土田剛史、田端秀敏、仙田勝也、中島佑輔、中村 誠、髙橋 敦 

（函館五稜郭病院泌尿器科） 

 

 

 



 

17. 根治的腎尿管全摘後膀胱再発の検討 

〇西村直峻、池永成広、山口裕之、東海林旺次朗、花井阿宜、山田修平、佐澤 陽 

（帯広厚生病院泌尿器科） 

 

18. 膀胱全摘除術におけるアドスプレーの使用は骨盤内膿瘍形成に関与するか 

〇宮本慎太郎、吉田 敬、野藤誓亮、堀田 裕 

（旭川赤十字病院泌尿器科） 

 

19*. BCG関連過敏症型肉芽腫性肝炎の1例 

〇藤村啓輔 1、竹内彗悟 1、沼田 篤 1、渡邊啓夢 2 

（1富良野協会病院泌尿器科、2同 消化器内科） 

 

20. 単孔式ロボット支援下経膀胱的前立腺腺腫核出術(RASP)の初期経験 

〇京田有樹、深澤武史、桐澤崇宏、伊藤歌織、松木雅裕、進藤哲哉、橋本浩平、小林 皇、田中俊明、舛森直哉 

（札幌医科大学泌尿器科） 

 

21*. ロボット手術の血管確保が怖い 

〇保坂雪野、安達正紘、石原政弥、青柳俊紀、谷口成実、森田研 

（市立釧路総合病院泌尿器科） 

 

Session 4   14:22〜15:14     座長：川代 啓太（岩見沢市立総合病院） 

22. 排尿筋低活動は PVP後の治療成績に影響を与えるか？～Pressure Flow Studyによる解析～ 

〇澁谷寿来、京田有樹、進藤哲哉、西田幸代、橋本浩平、小林 皇、田中俊明、舛森直哉 

（札幌医科大学泌尿器科） 

 

23. Male LUTSに対する内圧尿流検査後の尿路感染に関する考察 

〇宮内琴菜、和田直樹、石田 肇、石丸太一朗、髙田 陸、菊地 大、阿部紀之、大谷美結、小林 進、沼倉一幸 

（旭川医科大学泌尿器科） 

 

24*. 副腎皮質癌術後リンパ節再発に対し pembrolizumabが有効であった1例 

〇池田悠人 1,2、大澤崇宏 1、永森聖人 1、宮田 遥 1、松本隆児 1、松井あや 3、小泉富基 4、安部崇重 1 

（1北海道大学泌尿器科、2小樽市立病院泌尿器科、3北海道大学消化器外科Ⅱ、4同 放射線治療科） 

 

25*. “安全港(ポート)からの逸脱”：エンホルツマブ・ベドチン皮下漏出による皮膚障害の1例 

〇山本祥太、花田裕也、佐々木芳浩、篠原信雄 

（釧路労災病院泌尿器科） 

 



 

26*. EV＋Pembrolizumab併用療法が著効した plasmacytoid/signet ring cell subtypeを伴う筋層浸潤性膀胱癌

の一例  

〇宮田 孟、島田有理、鈴木英孝 

（函館中央病院泌尿器科） 

 

27. 高用量免疫グロブリン投与を要した既存DSA陽性腎移植における導入期タクロリムス濃度の重要性 

〇佐々木元 1、辻本高志 2、田邉 起 1、内田 悠晶 3、吉田 あゆ 3、石川 優衣 3、鯨岡 悠 3、三浪 圭太 3、 

田中 博 3 

（1市立札幌病院腎臓移植外科、2同 薬剤部、3同 泌尿器科） 

 

28*. 生体腎移植後早期に発症し、急速に致死的転帰を辿った移植後リンパ増殖性疾患の1例 

○山下瑛弘 1、広瀬貴行 1、齋藤祐美花 2、岩原直也 1、堀田記世彦 1、安部崇重 1 

（1北海道大学泌尿器科、2同 血液内科） 

 

休憩 15:14〜15:25 

 

Session 5 地方会応募セッション   15:25〜16:32      座長：小林 皇（札幌医科大学） 

【症例部門】 

29*. 腹腔鏡下膀胱憩室摘除術を施行した巨大膀胱憩室の2例 

〇小川晋平 1、千葉博基 1、樋口まどか 1,2、宮田 遥 1、堀田記世彦 1、安部崇重 1 

（1北海道大学泌尿器科、2防衛医科大学泌尿器科） 

 

30*. 黄色肉芽腫性腎盂腎炎の 9例 

〇東海林旺次朗、山田修平、花井阿宜、山口裕之、池永成広、西村直峻、佐澤 陽 

（帯広厚生病院泌尿器科） 

 

31*. 経尿道的水蒸気治療後に発症した膀胱結石の1例 

〇山口泰蔵 1、京田有樹 1、毛糠稔貴 1、西尾優希 1、植木洋平 1、深澤武史 1、伊藤歌織 1、橋本浩平 1、 

小林 皇 1、田中俊明 1、菅原太郎 2、舛森直哉 1 

（1札幌医科大学泌尿器科、2同 病理診断科） 

 

32*. 膀胱癌に対するBCG膀胱内注入療法後に腸腰筋膿瘍及び大動脈炎を生じた1例 

〇滝沢 元 1、北 雅史 1、牧野将悟 1、高木はるか 1、和田侑也 2、三木恭介 3、瀧井猛将 4 

（1北見赤十字病院泌尿器科、2同 内科、3道立北見病院心臓血管外科、4結核研究会） 

 

 

 



 

33*. 尿路上皮癌における Nivolumab＋GC療法の使いどころ～道内投与症例から考える～ 

〇前鼻健志 1、村橋範浩 2、進藤哲哉 3、藤野景子 1、松田博幸 2、舛森直哉 3 

（1北海道医療センター泌尿器科、2札幌北辰病院泌尿器科、3札幌医科大学泌尿器科） 

 

【研究部門】 

34. 前立腺部尿道に尿路上皮癌を合併する筋層非浸潤性膀胱癌の臨床的転帰 

〇菊地大樹、石田 肇、石丸太一朗、髙田 陸、宮内琴菜、阿部紀之、大谷美結、小林 進、和田直樹、沼倉一幸 

（旭川医科大学泌尿器科） 

 

35. 片側非触知精巣患児における術前超音波検査の有用性：患側精巣の温存可否予測モデルの開発 

〇村西雄貴 1、大澤崇宏 1、平田由里絵 1、樋口まどか 1、千葉博基 1、堀江達則 2、坂本圭太 3、伊藤陽一 4、 

今 雅史 1、安部崇重 1 

（1北海道大学泌尿器科、2北海道大学病院超音波検査センター、3北海道大学放射線診断科、 

4北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構データサイエンスセンター） 

 

36. 当施設でのRARP術後の早期尿禁制獲得に対する工夫 

〇中村 誠、田端秀敏、土田剛史、仙田勝也、中島佑輔、高橋 敦 

（函館五稜郭病院泌尿器科） 

 

37. 北海道における陰茎折症に関する検討 

〇西尾優希 1、小林皇 1、佐藤俊介 2、野藤誓亮 3、加藤隆一 4、仙田勝也 5、松川雅則 6、福多史昌 7、安達秀樹 8、 

笹尾拓己 9、岡田学 10、鰐渕敦 11、紺田州人 12、舛森直哉 1 

（1札幌医科大学泌尿器科、2王子総合病院泌尿器科、3旭川赤十字病院泌尿器科、4市立室蘭総合病院泌尿器科、 

5函館五稜郭病院泌尿器科、6滝川市立病院泌尿器科、7製鉄記念室蘭病院泌尿器科、8済生会小樽病院泌尿器科、

9坂泌尿器科病院、10帯広協会病院泌尿器科、11釧路赤十字病院泌尿器科、12市立根室病院泌尿器科） 

 

休憩 16:32〜16:35 

 

Session 6    16:35〜17:35    座長：小林 進（旭川医科大学） 

38. 逆行性射精に対する治療成績 

〇伊藤直樹 1,2、藤原祐生 1、中山 奨 1、柴森康介 1、小澤順子 2、藤井タケル 2、滝本可奈子 2、川俣美帆 2、 

岩見菜々子 2、神谷恵理 2、水内将人 2、森若 治 2、神谷博文 2 

（1NTT東日本札幌病院泌尿器科、2神谷レディースクリニック） 

 

39. 吸引付き尿管アクセスシース(FANS-UAS)を使用したTULの初期経験 

〇西山大翔、福多史昌、加藤秀一、立木 仁 

（製鉄記念室蘭病院泌尿器科） 



 

40. Mポンプを用いたTULの検討 〜持続可能な尿管鏡手術を目指して〜 

〇堀 寛太 1、松本佳苗 2、山下瑛弘 1、常見一生 1、加藤 諒 1、古御堂純 1 

（1旭川厚生病院泌尿器科、2同 手術室） 

 

41*. 膀胱容量の減少を来した胃癌膀胱転移の2例 

〇石田 肇、和田直樹、菊地大樹、石丸太一朗、髙田 陸、宮内琴菜、阿部紀之、大谷美結、小林 進、沼倉一幸 

（旭川医科大学泌尿器科） 

 

42*. Lenvatinib＋Pembrolizumab併用療法にて irAE膀胱炎を発症した腎癌多発骨転移の一例 

〇島田有理、宮田 孟、鈴木英孝 

（函館中央病院泌尿器科） 

 

43*. 転移性膀胱癌に対して PresurgicalにEVP療法を行い、膀胱全摘除術後再発なく経過している一例 

〇築山才駒、小林元気、田口圭介、佐藤俊介 

（王子総合病院泌尿器科） 

 

44*. エンホルツマブベドチン・ペムブロリズマブ療法が奏功し膀胱全摘術を施行した局所進行・転移性膀胱癌の

一例 

〇村中一平 1、鰐渕 敦 1、橋本浩平 2、舛森直哉 2 

（1釧路赤十字病院泌尿器科、2札幌医科大学泌尿器科） 

 

45. 当院における閉塞性腎盂腎炎の検討 

〇畠山 翼、佐賀祐司、野田 剛、藤澤 真 

（深川市立病院泌尿器科） 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

【本学術集会における「症例報告」に関する規定】 

「症例報告」は、比較的まれであるか、教育的あるいは学術的価値が高いと考えられる症

例、疾病の経過などを報告したものとします。含まれる症例数については規定しませんが、

統計解析（平均値なども含む）、治療法などの評価、対照群との比較、危険因子の検討など

がおこなわれてないものとします。 

 

 

 

【新年会の御案内】 

日        時：2026 年 1 月 24 日（土） 18:30 
会        場：札幌プリンスホテル 国際館パミール（札幌市中央区南 3 条西 12 丁目） 
参 加 費：5,000 円 新年会会場にて申し受けます。 
 
 
1. ご参加につきましては、事前にご連絡をいただけた方のみとさせていただきます。 
2. 本学術集会終了後、会場より送迎バスを運行いたします。 
3. 2025 年度（令和 7 年度）地方会賞表彰式をおこないます。 
4. 各大学の新人教室員紹介も予定しております。 
  



 

学術集会 会場案内図 

 

 

 
 

 

 

 

【日本泌尿器科学会 北海道地方会運営委員会】 

 

運営委員： 安部 崇重、田中  博、堀田 記世彦、今  雅史 

 舛森 直哉、佐藤 嘉一、髙橋  敦、田中 俊明 

 沼倉 一幸、佐賀 祐司、山口  聡、和田 直樹 

監  事： 坂  丈敏、原田  浩、國枝  学 

 


